
水曜
（WED）
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（FRI）

木曜
（THU）

日曜
（SUN）

火曜
（TUE）

月曜
（MON）

土曜
（SAT）

古
紙
配
合
の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

▲アンケートはコチラ

広報ひらど読者アンケー
トにご協力ください。
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３月の各種イベントや行政情報などをカレンダーで紹介します。
３月のイベントカレンダー

●年金相談（市役所
本庁３階会議室）
10：00～15：00

●おはなし会（平戸図
書館おはなしのへや）
14：00～
●西海国立公園指定
70周年記念グリーン
DAY（大バエ鼻灯台）
16：00～

●ひらど軽トラ市（木引田
町・宮の町商店街）9：00～

●おはなし会（永田記
念図書館）14：00～

●みんなdeシネマ
（未来創造館ホール）
14：00～
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永田記念図書館休

永田記念図書館休

18

３

永田記念図書館休

●みんなdeシネマ（未来
創造館ホール）14：00～

●ハローワークin平戸
市（平戸文化センター）
10：00～ 15：00

●よろず相談会（田平町民
センター）10：00～17：00

●ハローワークin平戸
市（平戸文化センター）
10：00～ 15：00

●第３回久吹ダムさくら健康
ウォーク（久吹ダム）９：30～
●休日のマイナンバーカード交付窓口
（平戸市役所）８：30 ～ 17：00

●認知症の人と家族の
つどい（未来創造館）
13：30～ 15：00

●市民課延長窓口（平戸
市役所１階③番窓口）
17：15～ 19：00

●赤ちゃんおはなし
会（平戸図書館おはな
しのへや）10：30～

23 24

●おはなし会（永田記
念図書館）14：00～

25

●消費生活相談・定例行政相談
大島地区（大島村公民館）14：00
～ 16：00

●おはなし会（平戸図書館
おはなしのへや）14：00～

●おはなし会（平戸図
書館おはなしのへや）
14：00～
●第19回平戸市公民
館大会（生月町開発総
合センター）13：00
～16：30

27 28

●若者応援相談会in平
戸（平戸文化センター）
11：00～ 16：00

●献血（長崎県肉用
牛改良センター）9：
30～ 10：15

最教寺子泣き相撲

29

30 31

●おはなし会（永田記
念図書館）14：00～

●若者応援相談会in平戸（生月
町中央公民館）11：00～ 16：00

編
集
後
記

福 洋

　

２
月
は
椿
フ
ェ
ア
や
キ
ッ
ズ

ジ
ョ
ブ
チ
ャ
レ
ン
ジ
な
ど
、
た

く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

３
月
は
平
戸
城
や
田
平
公

園
の
さ
く
ら
ま
つ
り
や
、
久

吹
ダ
ム
さ
く
ら
健
康
ウ
ォ
ー

ク
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
平
戸
の

桜
ス
ポ
ッ
ト
に
遊
び
に
行
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　

交
流
事
業
で
大
き
く
成
長

し
た
高
校
生
の
皆
さ
ん
の
話

か
ら
、
昔
、
海
外
に
行
っ
た

時
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

当
時
の
私
は
、
現
地
の
人

か
ら
日
本
人
へ
の
敬
意
を
語
ら

れ
ま
し
た
が
、
歴
史
を
知
ら

ず
悔
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
文
化
や
歴
史
な
ど

を
深
く
学
ば
れ
た
皆
さ
ん
に
、

尊
敬
の
念
を
抱
き
ま
し
た
。

●赤ちゃんおはなし
会（平戸図書館おはな
しのへや）10：30～

●春のおはなし会
（平戸市未来創造館）
10：30～

●市民課延長窓口（平戸
市役所１階③番窓口）
17：15～ 19：00

●市民課延長窓口（平戸
市役所１階③番窓口）
17：15～ 19：00

●ライブラリーコンサー
ト（平戸図書館）19：00～

●おはなし会（永田記
念図書館）14：00～

●国際シンポジウム
　平戸オランダ商館
文書が語る近世初期
の日蘭関係（平戸オラ
ンダ商館）17：00～
18：00

13

永田記念図書館休永田記念図書館休

●奥ひらどスタンプラリー
ウォーキング（早福編）（早
福地区）９：00～ 11：00

●第９回シューレン大会（平戸
オランダ商館横広場）10：00～
●平戸市民生涯学習講演会（たび
ら活性化施設）10：30～12：00
※終了後・サッカークリニック（平戸市総合運動公園）

●年金相談（舘浦出張
所）10：30～ 15：00

●市民課延長窓口（平戸
市役所１階③番窓口）
17：15～ 19：00●平戸ロータリークラブ講演会

（平戸文化センター）10：00～12：00

休日の一般ごみ受け入れ
●受入日　３月20日（木・祝）・30日（日）
●受入時間　9：00～ 12：00・13：00～ 16：00
　※12：00 ～ 13：00は受け入れできません。
●ところ　北松北部クリーンセンター
※指定袋入りでの搬入も手数料がかかります。

●おはなし会（永田記
念図書館）14：00～

早く泣いた方が勝ち!!

●献 血（田 平 支 所）
11：00 ～ 13：00、
14：15 ～ 16：00

●献血（平戸市役所）
９：30 ～ 13：00、
14：15 ～ 16：00

●第７回おさがり
広場・着てみん会
（紐差まち協事務所）
９：00～ 16：00

●盛土規制法説明会
（一般向け）（平戸市
未来創造館）19：00
～ 20：00

●春の火災予防運動
（～７日）

●障害者就業・生活支
援相談会（平戸市未来創
造館）13：00～ 15：00

●脳トレ教室（永田記
念図書館）10：00～

●脳トレ教室（永田記
念図書館）10：00～

●脳トレ教室（永田記
念図書館）10：00～

●脳トレ教室（永田記
念図書館）10：00～

●脳トレ教室（永田記
念図書館）10：00～

●平戸城さくらまつり（平
戸城・亀岡公園）18：30
～ 21：00（～４月13日）

●第15回県立田平公園さ
くらまつり（県立田平公
園）18：00～ 21：00（～
４月６日）
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このコーナーでは、ものごとに熱中する市内の未成年の皆さんを紹介します。

火災救急件数

１件（１件）

201件（151件）

■火災

■救急

※（ 　）内は昨年同期

交通事故件数
令和７年１月末現在令和７年１月末現在　

１件 （２件）

０人 （０人）

１人 （２人）

■件　数

■死　者

■負傷者

※（ 　）内は昨年同期

消防本部予防課　☎22-3167問総務課危機管理班　☎22-9101問

人口の動き

■総人口　27,848人（ｰ60人）

■男　性　13,275人（ｰ33人）

■女　性　14,573人（ｰ27人）

■世帯数　13,554戸（-29戸）

■平戸地区   15,913人 （ｰ33人）
　 北部地区　    9,513人  （ｰ10 人）         
　  中部地区　    3,042人  （ｰ16 人）
　  南部地区　    3,358人  （ｰ  ７人）

■生月地区     4,492人（ｰ16人）

■田平地区　 6,574人（ｰ ８人）
■大島地区　     869人（ｰ ３人）

令和７年２月１日現在

市民課戸籍住民班　☎22-9123問

3広報ひらど

目次・国際交流の成果を発表・人口の動
き・交通事故件数・火災救急件数

平戸の新星

特集　令和７年子泣き相撲

平戸市表彰式

県民表彰および各種表彰者

盛土規制法運用開始

平戸城さくらまつり・平戸市地域おこし協力隊活動報告会

そうだ図書館へ行こう

まち協トピックス・平戸学講座

－地域でいきいき－通いの場・オレンジカフェ日程表

生活環境班コラム・国際交流員の日記

子育て・健康応援コーナー

見逃せない情報がココに（お知らせ）

暮らしに役立つ情報がここにも（お知らせ）

まちのできごと

うぶ声＆おくやみ・ＴｏｗｎＴｏｐｉｃ

ハッピーバースデー

カレンダー

Ｐ２

　Ｐ３

Ｐ４～５

Ｐ６～７

Ｐ８～９

Ｐ10

Ｐ11

Ｐ12

Ｐ13

Ｐ14

Ｐ15

Ｐ16～17

Ｐ18～22

Ｐ23

Ｐ24～25

Ｐ26

Ｐ27

Ｐ28

（　）は、前月との比較

国際交流の成果を発表

『熱中する姿を応援しています‼』

　今は、学校生活を楽しく過ごしてほしいです。
　自分の夢に向かって、自分なりにがんばれ！！
　いつも応援しています。

父　　田　義生　さん　母　智子　さん

平
戸
市
の
電
気
自
動
車
や
学
校
を

自
然
や
動
物
の
絵
画
で
彩
る

と
い
っ
た
学
校
行
事
の
パ
ネ
ル
や

掲
示
物
を
制
作
し
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
の「
ラ
ッ
ピ
ン
グ
Ｅ
Ｖ
お

絵
か
き
コ
ン
テ
ス
ト
」で
は
、「
い

つ
ま
で
も
き
れ
い
な
生
月
の
海
」

を
応
募
し
、
見
事
優
秀
賞
を
受

賞
。
作
品
は
、
平
戸
市
役
所
の

公
用
車
に
ラ
ッ
ピ
ン
グ
さ
れ
、
地

球
環
境
保
全
の
重
要
性
を
彩
り

豊
か
に
宣
伝
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
２
年
生
に
な
っ
て
か
ら

は
、
掲
示
物
の
制
作
に
取
り
組
み
、

新
た
に
入
学
す
る
後
輩
た
ち
を
積

極
的
に
サ
ポ
ー
ト
。
そ
の
甲
斐

あ
っ
て
、
念
願
の
新
入
部
員
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
た
そ
う
で
す
。

　

今
は
、
配
色
に
こ
だ
わ
っ
て
自

ら
制
作
し
つ
つ
、
後
輩
に
優
し
く

教
え
て
い
ま
す
。

　
「
頭
の
中
で
考
え
て
い
る
世
界

を
形
に
で
き
る
絵
画
が
大
好
き
で

す
」と
創
作
の
よ
ろ
こ
び
を
語
る

　

田
さ
ん
の
夢
は
、
元
気
を
与
え

る
お
菓
子
を
つ
く
る
パ
テ
ィ
シ

エ
ー
ル
。

　

近
い
将
来
、　

田
さ
ん
が
つ

く
っ
た
カ
ラ
フ
ル
な
ス
イ
ー
ツ
が
、

皆
さ
ん
の
食
卓
を
彩
る
日
が
来

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

平
戸
の
新
星
第
31
回

　

生
月
の
海
を
元
気
に
泳
ぐ
ア
ゴ

と
シ
イ
ラ
が
描
か
れ
た
電
気
自
動

車
。
そ
の
前
で
誇
ら
し
く
た
た
ず

む
の
は
、
生
月
中
学
校
２
年
の

　

田
祥
加
さ
ん
。

　

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
絵
を
描
く
こ

と
が
大
好
き
だ
っ
た　

田
さ
ん
は
、

中
学
生
に
な
っ
て
す
ぐ
に
、
芸

術
・
科
学
部
に
入
部
。

　

た
だ
１
人
の
部
員
と
し
て
、

「
体
育
大
会
」や「
文
化
発
表
会
」

　田　祥加 さん

生月中学校

（生月町）

はなだ　　　   さちか
２年

　美術のほかに英
語も得意とのこと。
友だちからは「おも
しろい」「頼りにな
る」と言われます。

はなだ よしお ともこ

１_真剣な面持ち
で新入生向けの
掲示物をつくる　
田さん／２_　田
さんの作品「いつ
までもきれいな生
月の海」がラッピ
ングされた電気
自動車（EV）

　２月15日、平戸文化センターで、令和６年度
オランダ姉妹都市交流事業「ノールトワイク市・
平戸市高校生交流事業報告会」が開催されました。
　昨年10月に、姉妹都市「オランダ王国・ノー
ルトワイク市」の生徒10人が平戸市を訪れ、ま
た今年の１月には、平戸市の生徒10人がノール
トワイク市を訪れ、それぞれのまちで学校訪問
や異文化体験をとおして交流を深めました。
　報告会では、外国でのコミュニケーションの
難しさや英語で意思疎通できたときの達成感を
はじめ、パンやジャガイモを主食とする食文化
や、浴槽を使わないシャワー中心の生活といっ
た文化の違い、フレンドリーで意見をはっきり
と伝える民族性など、交流をとおして感じたこ
とを発表。「さまざまな価値観があること知り、
自分たちのことも知ることができた」など、語学
力の向上のほかにもたくさんの成長を見せた参
加者の皆さんへ大きな拍手が送られました。

１

２
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最
教
寺
奥
の
院
で
、
２
月
２

日
の
節
分
の
日
に「
令
和
７
年
子

泣
き
相
撲
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
先
に
泣
い
た
ほ
う
が
勝
ち
と

い
う
珍
し
い
行
事
に
参
加
し
よ

う
と
、
受
付
に
は
早
朝
か
ら
長

蛇
の
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

　
市
内
は
も
と
よ
り
県
内
外
か

ら
１
歳
前
後
の
赤
ち
ゃ
ん
延
べ

１
３
０
人
が
参
加
し
、
熱
い
戦

い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
三
重
塔
の
前
に
特
別
に
設
置

さ
れ
た
土
俵
で
、
は
ち
ま
き
を

締
め
、
は
っ
ぴ
と
化
粧
ま
わ
し

に
身
を
包
ん
だ
赤
ち
ゃ
ん
が
向

か
い
合
い
ま
す
。

　
行
司
の「
泣
い
た
が
勝
ち
よ
、

は
っ
け
よ
い
」の
合
図
で
取
組
が

始
ま
り
、
す
ぐ
に
泣
き
始
め
る

赤
ち
ゃ
ん
や
、
行
司
を
不
思
議

そ
う
に
見
つ
め
て
一
向
に
泣
か

な
い
赤
ち
ゃ
ん
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
組
に
会
場
は
笑
い
や
歓

声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
日

ば
か
り
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
大
き

な
泣
き
声
に
も
家
族
は
大
喜
び
。

赤
ち
ゃ
ん
た
ち
の
熱
戦
を
逃
す

ま
い
と
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン

ス
を
う
か
が
う
家
族
や
カ
メ
ラ

マ
ン
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
無
料
で
ぜ
ん
ざ
い
な

ど
も
振
る
舞
わ
れ
、
参
加
者
や

応
援
に
駆
け
つ
け
た
皆
さ
ん
の

冷
え
た
体
を
温
め
ま
し
た
。

子泣き相撲
令和７年
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　◎
優
秀
工
事
表
彰（
施
工
業
者
）

　

松
石
建
設 

株
式
会
社

　
　
　
　

 

代
表
取
締
役　

松
石　

勝
己

　

平
戸
建
設 

株
式
会
社

代
表
取
締
役　

山
内　

雅
登

　◎
優
秀
現
場
技
術
者
表
彰（
主
任

　
技
術
者
）

　

松
石
建
設 

株
式
会
社　

大
浦　

洋

　

平
戸
建
設 

株
式
会
社　

大
石　

豊
臣

　　　　　　◎
特
別
表
彰

　

三
浦　

剛　

◎
学
校
文
化
活
動

　

久
保
田　

り
い
か

　

古
川　

佳
吾

　

平
岡　

蒼
太

　

金
﨑　

永
真

◎
教
育
文
化
功
労

　

北
川　

信
千
穗

◎
防
犯
防
災
功
労

　

中
村　

憲
吾

　

恋
塚　

晃
一

　

中
村　

嘉
宏

　

堺　
　

匡
則

　

西
川　

良
一

　

亀
渕　

憲
吾

　

亀
渕　

正
司

　

奥
村　

勝
則

　

加
藤　

英
則

◎
人
命
救
助

　

近
藤　

塁
心　

　

堤
田　

翔

　

磯
田　

大
輔

　◎
寄
附
功
労

　

坂
本　

一
義　

◎
優
良
団
体

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

　
　

度
島
地
区
ま
ち
づ
く
り
運
営
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　

理
事
長　

堺　

勇
二

◎
地
方
自
治
功
労

　

太
田　

正
喜

　

戸
田　

幾
嘉　

◎
社
会
福
祉
功
労

　

阿
邉　

亮
子

　

今
川　

亮
生

　

川
村　

恒
司

◎
環
境
衛
生
功
労

　

鴨
川　

久
美

◎
産
業
功
労

　

竹
田　

健
介

　

柴
山　
　

樹

　

森
崎　

吉
博

　

山
村　
　

視

　

貞
方　

正
一

　

永
井　

正
則

　

森　
　

能
範

　

松
永　

利
宣

　

大
浦　

和
生

　

丸
田　

圭
介

　

山
村　

茂
巳

　田
平
町
荻
田
免

生
月
町
舘
浦

　下
中
津
良
町

大
久
保
町

堤
町

　田
平
町
小
手
田
免

　職
人
町

野
子
町

根
獅
子
町

岩
の
上
町

田
平
町
小
手
田
免

田
平
町
下
寺
免

生
月
町
壱
部
浦

生
月
町
里
免

大
島
村
神
浦

大
島
村
神
浦

大
島
村
西
宇
戸

　赤
松
町

　田
平
町
山
内
免

田
平
町
深
月
免

生
月
町
山
田
免

度
島
町

紐
差
町

大
川
原
町

大
川
原
町

宝
亀
町

下
中
津
良
町

　生
月
町
山
田
免

生
月
町
里
免

岩
の
上
町

　　下
中
野
町

　
　

　

２
月
２
日
、
田
平
町
民
セ
ン
タ
ー
で
、
平
戸
市
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
平
戸
市
の
発

展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
皆
さ
ん
や
、
各
種
大
会
で
活
躍
し
た
皆
さ
ん
の
功
績
を
讃
え
、
表
彰

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
祈
念
し
ま
す
。

平
戸
市
表
彰
式

優
秀
工
事
及
び

優
秀
現
場
技
術
者
表
彰

　
　
　

　
　

　
　

　　
　　　

　　
　佐

世
保
市
名
切
町

　　大
島
小
学
校
２
年

度
島
小
学
校
５
年

田
平
東
小
学
校
６
年

田
平
東
小
学
校
６
年

　

北
村　

彩
葉

　

神
田　

紗
希

　

神
田　

蒼
太

　

東
野　

柚
子

　

阿
比
留　

夏
美

　

北
松
農
業
高
校
生
活
科
学
科 

３
年

　
◎
ス
ポ
ー
ツ
賞（
個
人
）

　

福
海　

葵
王　

　

見
井
田　

楓

　

福
海　

希
王

　

大
石　

唯
愛

　

桝
屋　

雄
大

　

佐
々
木　

紗
礼

　

阿
比
留　

海
花

　

上
村　

月
愛

　

山
本　

鈴
葉

　

道
添　

由
萌

　

鴨
川　

真
武

　

渡
口　

陽
凛

　

破
戸　

崚
佑

　

塚
本　

晃
己

　

針
尾　

優
雛

平
戸
中
学
校
３
年

猶
興
館
高
校
３
年

猶
興
館
高
校
３
年

北
松
農
業
高
校
２
年

北
松
農
業
高
校
３
年

田
平
北
小
学
校
２
年

中
野
小
学
校
３
年

田
平
北
小
学
校
４
年

紐
差
小
学
校
６
年

田
平
中
学
校
１
年

松
浦
高
校
１
年

平
戸
小
学
校
４
年

平
戸
小
学
校
４
年

津
吉
小
学
校
５
年

平
戸
小
学
校
６
年

平
戸
小
学
校
６
年

生
月
中
学
校
２
年

九
州
文
化
学
園
高
校
３
年

九
州
文
化
学
園
高
校
２
年

猶
興
館
高
校
２
年

スポーツ表彰受賞者

教育委員会表彰受賞者

平
戸
中
学
校
３
年

田
平
町
小
崎
免

鏡
川
町

生
月
小
学
校
４
年

山
田
小
学
校
６
年

西
陵
高
校
３
年

生
月
町
舘
浦

浦
の
町

浦
の
町

前
津
吉
町

魚
の
棚
町

　
　
　
（
敬
称
略
）

　

北
村　

彩
葉

　

舩
原　

凌
雅

　

江
田　

達
朗

　

櫻
井　

麗
王

　

辻　

壱
翔

　

川
上　

友
梨
子

　

岩
野
上　

恭
次

　

田
原　

侑

　

田
原　

正
伸

　

岩
田　

紀
恵
美

　

吉
木　

千
春　
　
　

◎
ス
ポ
ー
ツ
賞（
団
体
）

　
大
島
中
学
校
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
大
島
c
o
l
o
r
f
u
l
19

　

平
戸
市
相
撲
連
盟

　

生
月
中
学
校
男
子
空
手
道
部

　

北
松
農
業
高
校
軟
式
野
球
部

　

マ
リ
ー
ン
ズ
平
戸
Ｆ
Ｃ

市

民

表

彰

教
育
委
員
会
表
彰

ス
ポ
ー
ツ
表
彰

優秀工事及び優秀現場技術者表彰受賞者

スポーツ表彰受賞者

市民表彰受賞者
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県民表彰および各種表彰者
　消防・防災、保健・環境、教育文化などさまざまな分野で、長崎県の発展に貢献された皆
さんを讃える令和６年県民表彰が発表されましたので紹介します。
　 また、各種表彰を受賞した皆さんを紹介します

令和６年

かめい　　　　えいこ

亀井  栄子さん(宝亀町）
　多年にわたり在宅助産師
として訪問指導や健診・相
談などに尽力されるととも
に、「平戸さんばの会」の立
ち上げなど、母子保健の向
上に貢献されました。

保健・環境

県
民
表
彰

令和6年

第１位

平戸市テニス協会
テニス競技成年女子２部

てらだ　　　 　たつお

寺田  辰夫さん(田平町）
　多年にわたり長崎県軟式
野球連盟理事として、軟式
野球の普及発展に尽力され、
学童野球チームの創設や少
年野球の指導など、競技人
口拡大に貢献されました。

教育文化
なかせ　　　あきら

中瀨  昭さん(田平町）
　多年にわたり平戸市消防
団田平地区地区団長などと
して、消防力の増強、団員
の技術向上に努められ、消
防防災体制の確立に貢献さ
れました。

消防・防災

第75回長崎県民体育大会

優勝

平戸市ソフトテニス協会
ソフトテニス競技成年女子Bグループ

第１位
えだ      たつろう

江田 達郎さん(鏡川町）
陸上競技男子40～44歳走幅跳び

第３回三恵杯ALL NAGASAKI
少年剣道選手権大会

優勝
つじ    いちか

辻 壱翔さん(山田小６年）

小学６年生の部

優勝
さくらい      れお

櫻井 麗王さん(生月小４年）
小学４年生の部第１位

ふなばら    りょうが

舩原 凌雅さん(田平町）
陸上競技男子30歳未満やり投げ

第70回記念長崎県小・中学生児童生徒美術作品展「こども県展」

知事賞
きたむら     いろは

北村 彩葉さん
(平戸中３年）

立体部門 知事賞
ふるかわ    けいご

古川 佳吾さん
(度島小５年）

絵画部門知事賞
ひらおか    そうた

平岡 蒼太さん
(田平東小６年）

絵画部門 歌唱賞
にしやま       りく

西山 琳久さん
(田平南小４年）

チャイルドの部

歌の国体第40回
日本大衆音楽祭決勝大会

第12回全国小・中学校リズムダンスふれあいコンクール
文部科学大臣賞

Team大島colorful19(大島中学校)
規定曲中学生部門

優勝

生月中学校男子空手道部
男子団体組手

令和６年度長崎県中学校空手道競技新人大会

第15回白鵬杯世界少年相撲大会
HAKUHO CUP 2025

第３位
みいだ 　   あらた

見井田 新さん（愛の園保育所）
幼児の部

女子個人形 優勝

渡口 陽凛さん（生月中２年）
わたりぐち　　ひまり
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退任のごあいさつ
地域おこし協力隊活動報告　vol.10 問 企画課移住・定住政策班　☎22-9105

　令和４年４月、地域おこし協力
隊として中部地区に着任し、３月
末日で任期が満了となります。３年
間ありがとうございました。
　地域に「活力を与える存在」にな

齊藤　三花 隊員
さいとう みか

古家　のぞみ 隊員
ふるや

平戸市ホームページに活動
報告を掲載しています▶

　この度３月末日をもって地域おこ
し協力隊を退任することになりまし
た。
　この２年間たびら昆虫自然園の
ガイドを中心に活動し、公民館講

　盛土等に伴う災害から人命を守るため、危険な盛土等を規制する新たな法律「盛土規制法」が定められました。長
崎県では、令和７年５月に盛土規制法に基づく規制区域を指定し、運用を開始します。

問 長崎県庁盛土対策室　☎095-894-3133

　盛土規制法（正式名称：宅地造成及び特定盛土等規
制法）は、令和３年７月静岡県熱海市で発生した土石流
災害を契機として、宅地、森林、農地などの土地の用
途にかかわらず、危険な盛土等を全国一律の基準で包
括的に規制するために定められた法律です。

○と　き　３月17日（月）午後７時～午後８時
○ところ　平戸市未来創造館COLAS平戸ホール
　　　　　（平戸市岩の上町1458番地2）　
○内　容　盛土規制法の概要ほか
　※誰でも参加できます。（事前申込不要）

引用元：国土交通省ホームページ「盛土規制法パンフレット」

※平戸市全域が規制区域
※都市計画課にて閲覧できます。

①規制区域を指定します
　盛土等の崩落で、人家などに被害を及ぼす可能性が
　あるエリアを規制区域として指定します。
②新たに盛土等を行う際は許可が必要です
　規制区域内で一定規模以上の盛土等を行う場合は、
　あらかじめ県知事などの許可が必要となります。
③盛土等を安全に保つ必要があります
　規制区域内の盛土等が行われた土地（既にあるものも
　含みます）では、土地所有者などは盛土等を安全に保
　つ責務があります。
※盛土等とは「切土、盛土、一時的な土石の堆積」を、
　土地所有者などとは「土地の所有者、管理者、占有
　者など」を指します。

盛土規正法のポイント

盛土規制法 運用開始
安心・安全な工事のために

盛土規制法説明会（一般向け）

令和7年

5月～

特定盛土等
規制区域

市街地や集落などから離れて
いるものの、地形などから、
盛土等が行われれば人家など
に危害を及ぼしうるエリア。

盛土規正法の概要 盛土規正法に基づく規制区域（案）

市街地や集落、その周
辺など、盛土等が行われ
れば人家など危害を及ぼ
しうるエリア。

宅地造成等工事
規制区域

詳細は長崎県盛土
対策室ホームペー
ジをご覧ください▼

ろうと思い、地域活動支援の中では、農業や子どもたち
へ郷土愛を伝える活動、今後へ向けたマニュアル作成
など多種多様な活動に取り組みました。
　きれいな海・優しい人達に、私自身も元気をもらい、
平戸のことが大好きになりました！！
　退任後は、縁あって長崎市へ住むことが決まりました。
これからも何らかの形で平戸と関わり、このご縁を大切
にしていきたいと思いますので、見かけたときは声をか
けてください。

座の実施や田平まちづくり協議会の活動にも参加してき
ました。社会に出て初めての仕事で右も左もわからない
中、ご迷惑をおかけすることが多々ありましたが、多く
の皆さんに支えられ、育てていただきました。
　この豊かな自然あふれる平戸で大好きな昆虫に携わる
仕事ができたことに感謝しています。
　これからも、田平ファンの１人として、遠くからでは
ありますが、応援したいと思います。２年間ありがとう
ございました。

○ところ　平戸城および亀岡公園
　期間中、平戸城および亀岡公園の桜がライトアップされます。
※４月５日（土）・12日（土）限定イベント
　▶平戸城まちあるき提灯のレンタル
　▶平戸城天守閣の開館延長（～午後８時）

問　平戸市観光課 ☎22-9140

３月22日（土）～4月６日（日）

第15回県立田平公園さくらまつり
○ステージイベント

　３月30日（日）午前10時～午後４時

問　田平公園管理事務所　☎57-0309

平
戸
城

さ
く
ら
　
ま
つ
り

３月21日（金）
〜

４月13日（日）
午後６時30分～午後９時
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刊
新
の
め
す
す
お

作／中垣ゆたか
出版社／福音館書店

開 催 時 間主 な イ ベ ン ト

※随時変更すること
　があります。

問 文化交流課文化遺産班　☎22-9143vol.３

　平戸市役所の前にオランダ船碇の隣に展示してあ
る石があります。これは昭和28年、志々伎湾で網に
かかり引き揚げられたものと伝わっています。
　左の写真は、現在の場所に昭和38年に展示され
た直後に撮られたものです。
　当時は、元時代より前の時代、唐船の碇石ではな
いかとされていました。
　その後、松浦市鷹島海底遺跡の発掘調査で見つ
かっている、いわゆる蒙古襲来(1274年の「文永の
役」・1281年の「弘安の役」)時に落とした碇石と同
じものであることが判明しています。
　モンゴル軍が平戸島に上陸した歴史的記録はあり
ませんが、近海を通過したことはこの遺物から間違
いないと思われます。
　平戸にわずかに残る元寇の記憶です。

わずかに残る元寇の記憶

　平戸市の自然や文化、歴史的遺産の魅力を紹介

平戸学講座

※掲載しているイベントの開催については、変更となる場合があります。

企画課地域振興班　☎22-9105問

まち協トピックス ３月のイベント情報などをピックアップ
３月のまち協の取り組みにご注目ください！

ホームページ インスタグラム YouTube

平戸学オンライン

昭和38年撮影 令和７年撮影

紐差小学校区まちづくり運営協議会　☎29-9025 津吉地区まちづくり運営協議会　☎27-0611 田平まちづくり協議会　☎29-9008

http://www.hirado-lib.jp
スマートフォンなどから二
次元コードを読み込んで簡
単にアクセスできます。

図書館ホームページ

各図書館・図書室連絡先

田平町中央公民館図書室 ☎22 - 9211
大島村公民館図書室 ☎55 - 2511

平戸図書館 ☎22 - 4017
永田記念図書館 ☎22 - 9182
南部公民館図書室 ☎22 - 9191

生月図書室 ☎22 - 9202

会　場
おはなし会　（おはなしのへや）

赤ちゃんおはなし会　（おはなしのへや）

「みんなdeシネマ」　（未来創造館ホール）
『桜色の風が咲く』(日本：113分)

ライブラリーコンサート（平戸図書館）
■今月の出演は、音大卒トリオ（トランペッ
ト・ホルン・ピアノ）（予定）どうぞお楽しみに。

おはなし会（永田記念図書館）

脳トレ教室（永田記念図書館）
永田記念図書館

今月の休館日　永田記念図書館：３月４日（火）・11日（火）・18日（火）・25日（火）・30日（日）

図書館のイベント情報

平戸図書館

毎週日曜日　午後２時～

12日（水）・26日（水）  午前10時30分～

８日（土）・20日（木・祝）　午後２時～

29日（土） 午後７時～

毎週土曜　午後2時～

毎週月曜　午前10時～

『親への小さな恩返し
　100リスト』
著／田中克典
出版社／主婦と生活社

『がけっぷち！アララは
　お金を増やしたい！』
作／大野正人
マンガ／トミムラコタ、津村根央
監修／土屋剛俊
出版社／ポプラ社

『歪曲済アイラービュ』
著／住野よる
出版社／新潮社

『うさおとかめきちの
　マラソンたいかい』

いつかなにか、親に恩返しを
したい…。そう思っているう
ちにも、親は確実に老いてい
きます。一緒に生活している
人はもちろん、離れて暮らし
ていてもできる小さな心遣い
を参考に、恩返しを始めてみ
ませんか？

『ゆびさきに魔法』
著／三浦しをん
出版社／文藝春秋

小さなネイルサロンを営む月
島美佐は、爪を美しく輝かせ
ることで暮らしに潤いと希望
を宿らせ、今日も悩めるお客
様のゆびさきに魔法をかけて
いく。仕事一筋の月島を通し
て、ネイルの奥深さにふれ、
固定観念が変わる小説です。

底辺YouTuberが「世界滅亡」
を生配信で予告しました。嘘
か真かは不明なのに、終末を
確信した者たちが最後の行動
にでます。驚きと企みに満ちた
超弩級のエンタメです。

落ちこぼれ宇宙人アララの地球
での課題は、「500円から1万
円儲けること」です。地球で出
会った天才少年カケルから、お
金の増やし方を学びます。アラ
ラと一緒にお金について楽しく
学べる1冊です。

『ぼくはクルルをまもりたい』

ある日しょうたは、アライグ
マに出会い餌をあげました。
でも、それはいけないことだ
と知り、悲しい気持ちになり
ます。動物保護について考え
る本です。

年に一度のマラソン大会には、
大勢の選手が集まって順位を
競います。街を通り、山を越え、
川を渡り、最後は空まで飛ん
でしまう楽しい大会です。さ
あ1位は誰でしょうか。

文／なりゆきわかこ
絵／いりやまさとし
出版社／ポプラ社

本
は
、
市
内
の
図
書
館
・
図
書
室
ど
こ
で
も
貸
出
・
返
却
で
き
ま
す
。

そ
う
だ

 
図
書
館
へ
行
こ
う

◆第７回おさがり広場・着てみん会 ◆奥ひらどスタンプラリーウォーキング（早福編） ◆第3回久吹ダムさくら健康ウォーク

　地域内外から集めた子ども
用品や子ども服などの「おさが
り品」の譲渡会です。
　２日（日）のみ「まち協カフェ」
を開催します。
※いずれも無料

と　き ３月２日（日）～７日（金）

紐差まち協事務所ところ

　奥ひらど地区の豊かな自然や
深い歴史を学びながら散策する
ウォーキングを、早福町で３年
ぶりに開催します。
※旧早福へき地保育所で、軽ト
　ラ朝市も同日開催します。

と　き ３月９日（日）午前９時～午前11時

早福公民館跡地集合ところ

　春風が心地よい季節。桜並
木を眺めながら、心身ともにリ
フレッシュしましょう。２ルート
（2.3km、5.5km）から選べます。
　また、ゴール後にはガラポン
抽選会もあります。

と　き ３月30日（日）午前９時30分スタート

久吹ダムところ

広報ひらど 令和７年３月号 12Hirado City Public Relations,2025.313



－地域でいきいき－通いの場
　平戸市内各地域で、週に１回以上、「平戸よかよか体操」や趣味活動を行う住民主体の通いの場を紹介します。

問 長寿介護課高齢者支援班（地域包括支援センター）　☎22-9133

　令和６年２月に活動を始めた、田平町福崎地区の
「福崎よかよか体操」。毎週、元気に声をかけあいな
がら集まって活動しています。

「体操と懇親会が毎週の楽しみ！！」

「平戸よかよか体操」ＣＤ・ＤＶＤを無償貸し出し中です！また、平戸市ホームページでも動画を公開しています！

92ＶＯＬ．

福崎よかよか体操　代表／須藤　セイ子 さん
活  動  日／毎週木曜日　午後１時30分～
活動場所／福崎公民館
開催地区／田平町福崎地区
特　　徴／よかよか体操に取り組み、終了後
　　　　　には懇親会で親睦を深めています。
　　　　　１人暮らしの皆さんも、にぎやか
　　　　　に話すことを楽しみにしています。

すとう　　　　　    こ

国際交流員
の日記

我在平户

国際交流員
張　芸

（チョウ・ゲイ）
（中国出身）

侗
族
の
村
を
訪
ね
て

と
ん

（
私
が
侗
族
の
村
を
訪
れ
た
理
由

は
、
侗
族
大
歌
を
自
分
の
耳
で

聞
い
て
み
た
か
っ
た
か
ら
で
す
）

　

今
回
は
、
ち
ょ
う
ど
村
の
サ
ッ

カ
ー
チ
ー
ム
の
遠
征
出
発
式
に
遭

遇
し
、
村
人
た
ち
と
一
緒
に
宴
席

を
囲
む
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　

翌
日
、
村
人
の
案
内
で
村
を

散
策
し
ま
し
た
。
侗
族
の
人
々
に

と
っ
て
、
布
を
染
め
る
こ
と
、
農

作
業
、
歌
う
こ
と
、
家
の
修
繕

を
す
る
こ
と
な
ど
が
日
常
の
営
み

な
の
で
す
。
山
の
中
で
、
あ
り
の

ま
ま
の
素
朴
な
暮
ら
し
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

　

中
国
に
は
、
人
口
の
９
割
以

上
を
占
め
る
漢
族
の
ほ
か
に
、
55

の
少
数
民
族
が
存
在
し
、
そ
れ
ぞ

れ
独
自
の
風
習
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
正
月
休
み
に
、
中
国
西

南
部
の
少
数
民
族
居
住
地
域「
貴

州
省
黔
東
南
」の
侗
族
の
村
を
訪

れ
ま
し
た
。
黔
東
南
に
は
、
苗

族
や
侗
族
の
集
落
が
点
在
し
、

民
族
色
豊
か
な
建
築
、
風
習
、

食
文
化
、
衣
装
な
ど
が
多
く
の

観
光
客
を
惹
き
つ
け
て
い
ま
す
。

　

１
月
は
観
光
シ
ー
ズ
ン
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
侗
族
の

伝
統
的
な
文
化
を
体
験
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

毎
晩
、
村
人
た
ち
は
中
央
の

鼓
楼
広
場
に
集
ま
り
、
焚
き
火

を
囲
ん
で
、
民
族
音
楽「
侗
族
大

歌
」を
歌
い
、
村
を
訪
れ
た
人
た

ち
と
輪
に
な
っ
て
踊
り
ま
す
。

vol.12　　

文化交流課交流推進班　☎22-9143問 文化交流課交流推進班　☎22-9143問

き

し
ゅ
う

み
ゃ
お

こ
ろ
う

け
ん
と
う
な
ん

　平戸市内各地域でオレンジカフェを開設しています。内容は、脳トレ、認知症予防講話、情報交換、茶話会、
専門職相談など、事業所ごとに異なります。参加する際は、下表の連絡先に事前にご連絡ください。

３月のオレンジカフェ日程表

認知症予防カフェ
「およりよ」

認カフェ
「いなほ」
介護予防カフェ
「ゆ～らり」
介護予防カフェ
「ふれあいカフェ」
介護予防カフェ
「ニコニコ」

ホープドリーム
（職人町）

和く話く交流館
（生月町）
生月高齢者生活福祉センター
（生月町）
大島高齢者生活福祉センター
（大島村）
平戸市福祉保健センター
（田平町）

地域包括支援センター
（☎22-9132）

いなほグループ
（☎53-3012）
平戸市社会福祉協議会生月支所
（☎53-2615）
平戸市社会福祉協議会大島支所
（☎55-2100）
平戸市社会福祉協議会田平支所
（☎57-2223）

３月29日（土）
10：00～ 11：30

介護予防カフェ
「えつなん」

平戸荘デイサービスセンター
（紐差町）

代表　濱田
（☎090-3850-8153）

３月９日（日）
10：00～ 11：30
連絡先へお尋ねくだ
さい。
３月19日（水）
10：30～ 12：00
３月13日（木）
14：00～ 16：00
３月６日（木）
13：30～ 15：00

介護予防
「ふれあいカフェ」

東地区交流センター
（田平町）

田平まちづくり協議会
（☎29-9008）

３月19日（水）
10：00～ 11：30

と　き ところ 連絡先名　称

※参加料がかかる場合があります。

生活環境班
コラム

市民課生活環境班　☎22-9121問

みんなでつくろう住み良いひらど

下
水
道
と
浄
化
槽

　

下
水
道
は
、
家
庭
の
台
所
・

水
洗
ト
イ
レ
・
風
呂
や
工
場
・
事

業
所
か
ら
出
る
汚
れ
た
水
を
、

排
水
設
備
か
ら
道
路
下
に
埋
設

さ
れ
た
下
水
道
管
に
流
し
て
処
理

場
に
集
め
、
き
れ
い
な
水
に
し
て

川
に
流
す
施
設
で
す
。

　

都
市
部
で
は
下
水
道
が
普
及

し
て
い
ま
す
が
、
平
戸
市
は
生
月

地
区
、
田
平
地
区
の
一
部
だ
け
で
、

大
半
は
下
水
道
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

平
戸
市
で
下
水
道
が
普
及
し

て
い
な
い
理
由
と
し
て
は
、
中
小

河
川
が
多
く
平
地
が
少
な
い
な
ど

処
理
施
設
や
水
の
確
保
の
問
題
、

ま
た
、
整
備
や
維
持
管
理
に
か
か

る
財
源
の
問
題
が
あ
る
た
め
で
す
。

　

浄
化
槽
も
下
水
道
と
同
様
に

生
活
排
水
を
浄
化
し
て
外
に
排

水
す
る
設
備
で
す
が
、
主
に
家
庭

ご
と
に
設
置
さ
れ
ま
す
。

vol.22　　

　

そ
の
中
で
も
、
平
戸
市
で
は
合

併
処
理
浄
化
槽（
ト
イ
レ
・
台
所

な
ど
家
庭
内
の
汚
水
を
併
せ
て
処

理
す
る
も
の
）の
設
置
を
促
進
し

て
い
ま
す
。

平
戸
市
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

補
助
金

　

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
に

は
、
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で

事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
合
併
処
理
浄
化
槽
に
し
た
場

　

合
、
年
に
１
度
の
法
定
検
査
、

　

定
期
的
な
清
掃
や
メ
ン
テ
ナ
ン

　

ス
の
費
用
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▲広場での侗族大歌

認知症予防カフェ
「とかじん」

デイサービスセンターとかじん
（岩の上町）

デイサービスセンターとかじん
（☎23-3388）

３月23日（日）
10：00～ 12：00

介護予防カフェ
「毎快Dｅカフェ」
介護予防カフェ
「よろうで喫茶」

木引田介護スクエア内
（木引田町）
平戸市社会福祉センター
（岩の上町）

リハビリ特化型通所介護毎快
（☎22-7154）
平戸市社会福祉協議会
（☎22-2180）

３月１日（土）
９：00～ 11：00
３月18日（火）
10：15～ 12：00

設置中の合併処理浄化槽▼
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子育て・健康応援コーナー
このコーナーでは、子育てや健康に関する旬な情報を「お知らせ」します。

特定健診やがん検診などの日程は、対象者に配布予定の「平戸市健（検）診日程表」をご覧ください。

※開所時間などの詳しい情報は、子育て応援ガイドブック「おひさま」
　をご覧になるか、各施設にお問い合わせください。親子で遊んで、ママ友作ろう（就学前交流の場）

連絡先施設名連絡先施設名連絡先施設名

57-0236

57-3028

57-0744

55-2006

53-1759

53-0496

22-9206

57-0789

27-0475

27-1084

27-0333

27-0222

57-1943

22-2244

22-3360

22-2575

おひさまひろば

さくらんぼ広場

はなぞの広場

しまっこ広場

よちよちクラブ

めばえ広場

いきつきげんきっこ広場

やよいプレイランド

中津良保育所

堤保育園

小鳩こども園

津吉保育所

トコトコ

あいちゃん広場

かもめネットワーク

みのりの樹１

（田平：平戸口社会館）

（田平：若葉保育園）

（田平：花園認定こども園）

（大島：大島村保育所）

（生月：山田児童館）

（生月：認定こども園めばえ）

（生月：生月こども園）

（田平：やよい幼稚園）

（南部：中津良保育所）

（南部：堤保育園）

（南部：小鳩こども園）

（南部：津吉保育所）

（田平：保健センター）

（北部：愛の園保育所）

（北部：しおかこども園）

（北部：みのりこども園）

連絡先施設名

今月の
特ダネ 見逃さないで！こころのSOS

～３月は自殺対策強化月間です～
問 健康ほけん課健康づくり班　☎22-9125

　日常生活や人間関係の変化からくるストレスで、こころや体の不調が出てくる人が少なくありませ
ん。不調に気づかず、「少し疲れているだけ」と放置してしまうと、うつ病などの「こころの病気」を発
症することがあります。自分自身や、家族・友人など周囲の人の「こころのSOSサイン」に気づき、早
めに医療機関や専門の相談窓口に相談することが大切です。

自分が気づく変化
□悲しい、憂うつな気分、沈んだ気分　　□人に会いたくなくなる　　□食欲がなくなる
□何事にも興味がわかず、楽しくない　　□夕方より朝方の方が気分、体調が悪い
□疲れやすく、元気がない　　　　　　　□心配事が頭から離れず、考えが堂々めぐりする
□気力、意欲、集中力の低下　　　　　　□失敗や悲しみ、失望から立ち直れない
□寝つきが悪く、朝早く目覚める　　　　□自分を責め、自分は価値がないと感じる
※３項目以上が２週間以上続く場合は、１人で悩まず相談しましょう。

周囲が気づく変化
□以前と比べて表情が暗く、元気がない　□遅刻、早退、欠勤（欠席）が増える
□体調不良の訴え（痛みや倦怠感など）　　□趣味やスポーツ、外出をしなくなる
□仕事や家事の効率低下、ミスが増える　□飲酒量が増える　□周囲との交流を避けるようになる

３月の休日当番医（診療時間：午前９時～午後５時）

住　所 連絡先医療機関日にち

平戸市医師会　☎20-0011問

３月２日（日）

３月９日（日）

３月16日（日）

３月20日（木・祝）

３月23日（日）

３月30日（日）

北川病院

青洲会病院

柿添病院

谷川病院

青洲会病院

柿添病院

平戸市浦の町737番地

平戸市田平町山内免612番地4

平戸市鏡川町278番地

平戸市田平町山内免400番地

平戸市田平町山内免612番地4

平戸市鏡川町278番地

22-2344

57-2155

23-2151

57-0045

57-2155

23-2151

問 福祉課障害福祉班　☎22-9130

専門の相談窓口

自殺対策強化月間
　例年３月は、進学や就職、転勤など身のまわりの生活環境が大きく変化する時期でもあり、年間月
別自殺者が多くなる時期でもあります。誰もが追い込まれることのない社会の実現のために、互いに
支え合う気持ちをもつことで守られるいのちがあります。
○自殺予防のポイント　▶こころのサインに気づく　▶つながる　▶見守り

いざというとき

●救急医療電話相談
　☎＃7119

急な病気やケガで救急車を呼
ぶ？病院に行く？迷ったら

子どもが急な病気になったら
●小児救急電話相談センター
　（受付時間18：00～8：00）
　※土日祝日は24時間対応
　☎＃8000 または
　☎095-822-3308

母乳育児相談支援育妊 妊婦健康相談乳 乳児健診 母子健康相談母３３歳児健診１１歳６カ月児健診 パ パパ・ママ教室

ところ 種類および受付時間日にち

３月の各種相談および赤ちゃんの健診など

ふれあいセンター

大島村公民館

平戸市福祉保健センター（田平）

平戸文化センター

平戸文化センター

３月５日（水）

３月６日（木）

３月11日（火）

３月12日（水）

３月14日（金）

問 こども未来課母子保健班　☎22-9136

乳

乳

３

　　12:30～12:45

　　13:00～13:15　　　　13:15～13:30

　　　　 10:00～11:30

12:30～12:45

12:45～13:15

３１

３１

育 妊 母

　下記のとおり献血を受け付けますので、皆さんご協力ください。

「献血」は命をつなぐボランティア

と　き ところ 受付時間

3月4日（火）

3月７日（金）

平戸市役所田平支所 11：00～ 13：00
14：15 ～ 16：00

平戸市役所 ９：30～ 13：00
14：15 ～ 16：00

長崎県肉用牛改良センター ９：30～ 10：15

問 健康ほけん課健康づくり班　☎22-9125

県北保健所

長崎いのちの電話

こころの電話

福祉課・健康ほけん課

☎57-3933

☎095-842-4343

☎095-847-7867

上記電話番号

相談窓口 電話番号 受付時間

午前９時～午後５時45分(平日のみ・年末年始を除く）

午前９時～午後10時（第１・３土曜日は～翌午前９時まで）

午前９時～正午、午後１時～午後３時15分（平日のみ、年末年始を除く）

午前8時30分～午後5時15分（平日のみ・年末年始を除く）
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■中部出張所　☎22-9180　■南部出張所　☎22-9190　■舘浦出張所　☎22-9204　■度島連絡所　☎22-9176
■平戸市役所　☎22-4111　■生月支所　☎22-9200　■田平支所　☎22-9210　■大島支所　☎55-2511

Please 
Check 見落としがちだけど重要な「募集」「お知らせ」などの「情報」が満載

このページも見落とさないで、要チェック！

見逃せない情報がココに

　

平
戸
市
で
は
、
公
の
施
設（
公

共
施
設
）の
管
理
に
つ
い
て「
指
定

管
理
者
制
度
」を
導
入
し
て
い
ま

す
。

　

次
の
施
設
に
つ
い
て
、
令
和
７

年
４
月
か
ら
の
指
定
管
理
者
が

決
定
し
ま
し
た
。

○
施
設
名　

平
戸
市
生
月
大
橋

　

公
園

○
指
定
管
理
者　

ウ
ェ
ル
カ
ム
生

　

月
○
所
管
課　

生
月
支
所

◎
問　

総
務
課
行
政
班

　
（
☎
22-

９
１
０
０
）

　
　

３
月
24
日（
月
）以
降
）貸
出

　
　

可
能
で
す
。

○
申
請
方
法

　

▼
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
申
請　

平
戸
市

　
　

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
メ
ニ
ュ
ー

　
　

か
ら「
子
育
て
」ボ
タ
ン
を

　
　

タ
ッ
プ
し
て
申
請

　

▼
窓
口
で
申
請　

母
子
健
康

　
　

手
帳
を
持
参
の
上
、
こ
ど

　
　

も
未
来
課（
⑧
番
窓
口
）、

　
　

各
支
所
・
出
張
所
へ
申
請

※
育
児
用
品
の
貸
出
・
返
却
は
、

　

こ
ど
も
未
来
課
ま
た
は
各
支

　

所
・
出
張
所
が
窓
口
と
な
り

　

ま
す
。

◎
問　

こ
ど
も
未
来
課
子
育
て

　

支
援
班

　
（
☎
22-
９
１
３
７
）

　　

乳
幼
児
の
健
や
か
な
成
長
を

支
援
し
、
保
護
者
の
経
済
的
負

担
軽
減
を
図
る
た
め
、
育
児
用

品
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
貸
出
用
品
と
貸
出
期
間

　

▼
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド　

15
台
・
最

　
　

長
１
年

　

▼
ベ
ビ
ー
ス
ケ
ー
ル（
体
重
計
）

　
　

20
台
・
最
長
３
カ
月

　

▼
ベ
ビ
ー
バ
ス　

10
台
・
最
長

　
　

３
カ
月

　

▼
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト　

10
台

　
　

・
最
長
１
年

　

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

　
　

選
と
し
ま
す
。

○
対
象
者　

平
戸
市
内
に
住
所

　

を
有
す
る
乳
幼
児（
令
和
７
年

　

６
月
30
日(

月)

ま
で
に
出
産

　

予
定
を
含
む
）の
保
護
者
ま
た

　

は
里
帰
り
先
の
祖
父
母
な
ど
。

○
申
請
期
間　

３
月
３
日（
月
）

　

〜
17
日（
月
）

　

※
出
産
予
定
日
の
２
週
間
前

　
　

か
ら（
出
産
以
外
の
場
合
は
、

指
定
管
理
者
の
決
定

募
　
　
集

乳
幼
児
へ
の
育
児
用
品
貸

出
　

そ
こ
で
、
自
衛
隊
へ
の
情
報
提

供
を
希
望
し
な
い
人
へ
の
配
慮
と

し
て
、
本
人
ま
た
は
法
定
代
理

人（
親
権
者
、
未
成
年
後
見
人
、

成
年
後
見
人
な
ど
）か
ら
の
除
外

申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

○
対　

象

　

▼
18
歳（
平
成
19
年
４
月
２
日

　
　

〜
平
成
20
年
４
月
１
日
に

　
　

生
ま
れ
た
人
）

　

▼
22
歳（
平
成
15
年
４
月
２
日

　
　

〜
平
成
16
年
４
月
１
日
に

　
　

生
ま
れ
た
人
）

　

※
い
ず
れ
も
平
戸
市
に
住
所
を

　
　

有
す
る
者

○
申
請
期
限　

４
月
30
日（
水
）

　

※
必
着

○
申
請
方
法　
「
平
戸
市
自
衛
官

　

等
募
集
事
務
に
係
る
募
集
対

　

象
者
情
報
の
除
外
申
請
書
」を

　

総
務
課
窓
口
へ
直
接
ま
た
は
郵

　

送
に
て
提
出
。

　

※
窓
口
申
請
の
場
合
は
、
本

　
　

人
確
認
書
類
を
持
参
し
て

　
　

く
だ
さ
い
。

　

※
郵
送
申
請
の
場
合
は
、
本

　
　

人
確
認
書
類
の
写
し
を
同

　
　

封
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問　

総
務
課
行
政
班

　
（
☎
22-

９
１
０
０
）

　

差
し
押
さ
え
た
動
産
の
公
売

を
行
い
ま
す
。
希
望
す
る
物
品
に

入
札
し
、
最
高
額
を
つ
け
た
人
が

落
札
者
と
な
り
ま
す
。

○
期　

間　

３
月
10
日（
月
）〜

　

14
日（
金
）

○
入
札
場
所　

平
戸
市
役
所
１

　

階
ロ
ビ
ー

◎
問　

税
務
課
総
務
徴
収
班

　
（
☎
22-

９
１
１
５
）

　

平
戸
市
で
は
自
衛
隊
法
第
97

条
第
１
項
お
よ
び
自
衛
隊
法
施

行
令
第
１
２
０
条
に
基
づ
き
、

自
衛
官
等
募
集
事
務
に
係
る
資

料
と
し
て
、
18
歳
・
22
歳
に
な
る

募
集
対
象
者
の
情
報（
住
所
・
氏

名
・
生
年
月
日
・
男
女
の
別
）の

提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

差
押
財
産
の
期
間
入
札

お
知
ら
せ

自
衛
隊
募
集
に
係
る
除
外

申
請
受
付

平戸市公式LINE
はこちら▼

詳細こちら▼

ベビースケール（左）とベビーバス（右）▼

　２月12日、佐世保市在住の三浦剛さんから平
戸図書館へ、平戸市出身で昭和時代の作詞家
「藤浦洸」の描画や直筆原稿、レコードなど20
点が寄贈されました。貴重な資料を手放すにあ
たり、三浦さんは「すばらしい作詞家の資料は、
生まれ故郷で役立ててほしい」と話しました。

郷土の偉人の資料を寄贈

問 平戸図書館　☎22-4017

第18回あなたが選ぶ日本一おいしい米コンテスト

　北松農業高校食品流通科６次産業コース３年
生が収穫した米「にこまる」と「ミルキークイーン」
が、第18回あなたが選ぶ日本一おいしい米コン
テスト高校生部門で優秀金賞に輝きました。

問 北松農業高等学校　☎57-0511

高校生部門
　優秀金賞

北松農業高校食品流通科３年
「にこまる」「ミルキークイーン」
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産
前
産
後
期
間
の
国
民
年

金
保
険
料
が
免
除

　
　

の
指
定
を
受
け
て
い
る
場
合

　
　

は
そ
の
窓
口

○
す
で
に
制
度
を
利
用
し
て
い

　

る
人
の
手
続
き　

令
和
７
年

　

度
も
引
き
続
き
在
学
予
定
の

　

人
に
は
、
３
月
下
旬
に
ハ
ガ
キ

　

の
申
請
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の

　

で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
返

　

送
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問　

健
康
ほ
け
ん
課
国
保
年

　

金
班

　
（
☎
22-
９
１
２
４
）

○
免
除
期
間　

出
産
予
定
日
ま

　

た
は
出
産
日
が
属
す
る
月
の

　

前
月
か
ら
４
カ
月
間

　

※
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、
出

　
　

産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日

　
　

が
属
す
る
月
の
３
カ
月
前
か

　
　

ら
６
カ
月
間

　

※
出
産
と
は
、
妊
娠
85
日(

４

　
　

カ
月)

以
上
の
出
産
で
死
産
、

　
　

流
産
、
早
産
を
含
む
。

○
対
象
者　
「
国
民
年
金
第
１
号

　

被
保
険
者
」で
出
産
日
が
平
成

　

31
年
２
月
１
日
以
降
の
人

○
届
出
時
期　

出
産
予
定
日
の

　

20
歳
以
上
の
学
生
で
、
経
済

的
な
理
由
で
国
民
年
金
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

は
、
在
学
期
間
中
の
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
る「
学
生
納
付

特
例
制
度
」を
利
用
で
き
ま
す
。

　

猶
予
さ
れ
た
期
間
は
、
年
金

を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
受
給

資
格
期
間
と
し
て
扱
わ
れ
、
病
気

や
け
が
で
障
が
い
が
残
っ
た
と
き

は
障
害
年
金
を
請
求
で
き
ま
す
。

　

承
認
期
間
は
、
４
月
か
ら
翌

年
の
３
月
ま
で
で
、
申
請
は
毎
年

度
必
要
で
す
。

○
申
請
に
必
要
な
も
の　

年
金

　

手
帳
、
身
分
証
明
書（
免
許
証

　

な
ど
）、
学
生
証
の
写
し
ま
た

　

は
在
学
証
明
書（
申
請
年
度
の

　

４
月
以
降
に
発
行
し
た
も
の
）

○
受
付
窓
口　

　

▼
住
民
票
を
登
録
し
て
い
る
市

　
　

町
村
の
国
民
年
金
窓
口

　

▼
在
学
し
て
い
る
大
学
な
ど
が

　
　

学
生
納
付
特
例
事
務
法
人

　

６
カ
月
前
か
ら
届
出
可
能（
出

　

産
後
も
届
出
可
）

○
必
要
な
書
類　

母
子
健
康
手

　

帳
・
医
療
機
関
か
ら
発
行
さ

　

れ
る
出
産
予
定
日
の
証
明
書

○
受
付
窓
口　

健
康
ほ
け
ん
課

　

国
保
年
金
班（
④
番
窓
口
）、

　

各
支
所
・
出
張
所

◎
問　

佐
世
保
年
金
事
務
所

　
（
☎
０
９
５
６-

34-

１
１
８
９
）

　

３
月
１
日（
土
）〜
７
日（
金
）、

春
の
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し

ま
す
。
火
災
予
防
条
例
で
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
全
て
の
住

宅
に
設
置
す
る
こ
と
が
義
務
化

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
お
よ

び
点
検
を
行
い
、¬
い
ざ
」と
い
う

時
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

○
住
宅
用
火
災
警
報
器
と
は
？

　

火
災
で
発
生
す
る
熱
や
煙
を

　

感
知
し
、
音
や
音
声
で
い
ち
早

　

く
知
ら
せ
て
く
れ
る
機
器
で
す
。

○
設
置
場
所　

寝
室
と
し
て
使

　

用
す
る
部
屋
に
設
置
し
ま
す
。

　

な
お
、
２
階
に
寝
室
が
あ
る

　

場
合
は
、
寝
室
と
階
段
部
分

　

に（
場
合
に
よ
っ
て
は
廊
下
に

　

も
）設
置
が
必
要
で
す
。

○
維
持
管
理
が
必
要
！　

部
品

　

や
電
池
な
ど
が
消
耗
す
る
た

　

め
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
は

　

約
10
年
で
交
換
が
必
要
と
さ

　

れ
て
い
ま
す
。

◎
問　

消
防
本
部
予
防
課

　
（
☎
22-

３
１
６
７
）

　

障
が
い
の
あ
る
人
の
自
立
と
安

定
し
た
職
業
生
活
の
実
現
を
応

援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
障
害

者
就
業
・
生
活
支
援
相
談
会
を

左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

長
崎
県
北
地
域
障
害
者
就
業
・

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
相

国
民
年
金
保
険
料
の
学
生

納
付
特
例
制
度

お
知
ら
せ

障
害
者
就
業
・
生
活
支
援

相
談
会

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
と
点
検

談
に
応
じ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

○
と　

き　

３
月
14
日（
金
）午

　

後
１
時
〜
午
後
３
時

○
と
こ
ろ　

未
来
創
造
館
会
議

　

室
Ａ

◎
問　

長
崎
県
北
地
域
障
害
者

　

就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
９
５
６-

76-

８
２
２
５
）

　

平
戸
市
で
は
、
西
九
州
さ
せ

ぼ
広
域
都
市
圏
連
携
事
業
の
一
環

と
し
て
、
佐
世
保
市
水
産
セ
ン

タ
ー
か
ら「
ヒ
ラ
メ
種
苗
」を
購

入
し
、
放
流
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
放
流
し
た
種
苗
が
、

成
長
・
定
着
し
て
い
る
か
確
認
す

る
放
流
効
果
調
査
も
佐
世
保
市

と
連
携
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

※
種
苗
生
産　

卵
か
ら
自
然
界

　

で
生
き
て
い
け
る
稚
魚
に
な
る

　

ま
で
人
の
手
で
育
て
る
こ
と

※
栽
培
漁
業　

種
苗
生
産
で
育

　

て
た
魚
を
海
に
放
流
し
、
大
き

　

く
な
っ
た
魚
を
獲
る「
つ
く
り

　

育
て
る
漁
業
」の
こ
と

西
九
州
さ
せ
ぼ
広
域
都
市

圏
連
携
事
業
の
紹
介「
栽

培
漁
業
」

○
西
九
州
さ
せ
ぼ
広
域
都
市
圏

　

佐
世
保
市
を
中
心
に
平
戸
市

　

な
ど
12
市
町
で
構
成
し
、
行

　

政
区
域
の
枠
を
超
え
た
さ
ま

　

ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

　

ま
す
。

◎
問　

水
産
課
水
産
振
興
班

　
（
☎
22-

９
１
５
３
）

　

市
町
村
振
興
宝
く
じ
の
収
益

金
は
、
県
内
各
市
町
へ
交
付
さ
れ
、

明
る
く
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

平
戸
市
で
は
次
の
事
業
に
交
付

金
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

○
名　

称　

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン

　

ボ
宝
く
じ
等
市
町
交
付
金

○
金　

額　

５
６
９
万
３
千
円

○
事
業
名　

図
書
購
入
事
業

◎
問　

企
画
課
政
策
企
画
班

　
（
☎
22-

９
１
１
１
）

令
和
６
年
度
市
町
村
振
興

宝
く
じ
市
町
交
付
金
の
充

当
事
業

　平戸産品の取引量の拡大とＰＲを目的に、令和３
年度、東京都有楽町にオープンした飲食型アンテナ
ショップ「島の味処 平戸こんね」が好評を得て、１月
11日（土）、東京都北区に２号店がオープンしました。
　家族や友人など、首都圏在住の皆さんへぜひご紹
介ください。
○店 舗 名 島の味処 平戸こんね 駒込店
○所 在 地 東京都北区中里１丁目５-11
○営業時間 ▶昼営業　午前11時半～午後３時
 ▶夜営業　午後５時～午後11時
○定 休 日 水曜日、年末年始
○席　　数 ４人掛けテーブル２席・カウンター８席
○アクセス ＪＲ駒込駅東口から徒歩約3分 ▲店舗外観 ▲店内テーブル席

東京に飲食型アンテナショップ２号店オープン

問 商工物産課物産振興班　☎22-9142
○メニュー
　▶昼メニュー　海鮮丼、ヒラマサ３色丼（炙り、
　　　　　　　　漬け、刺身）、平戸のアジたっぷ
　　　　　　　　り丼など
　▶夜メニュー　平戸産素材を使った料理、地酒
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延長・休日窓口

普
段
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
情
報
を「
お
知
ら
せ
」

暮
ら
し
に

役
立
つ
情
報
が

こ
こ
に
も

○３月13日（木）11：00～ 16：00
　平戸文化センター

■若者応援相談会in平戸

商工物産課商工新産業班　☎22-9141問

税務課総務徴収班　☎22-9115問

○３月14日（金）10：00～ 15：00
　平戸文化センター
○３月28日（金）10：00～ 15：00
　平戸文化センター

■ハローワークin平戸市

商工物産課商工新産業班　☎22-9141問

■延長窓口
　○実施日　毎週木曜日（平日のみ）
　○延長時間　17：15～ 19：00
　　※必ず当日午後5時までにご予約ください。
　○開設場所　平戸市役所１階③番窓口
　○内　容　マイナンバーカード、各種証明
　　書の交付(住民票の写し、戸籍謄（抄）本、  
　　印鑑登録および印鑑証明書）　
　　※証明の種類によっては、委任状が必要
　　　になる場合があります。

　

○３月21日（金）10：00～ 17：00
　田平町民センター

■よろず相談会

商工物産課商工新産業班　☎22-9141問

（事業者の経営上の課題解決支援のための相談会です）

■国民健康保険税　　　　第10期
■介護保険料　　　　　　第10期
■後期高齢者医療保険料　第９期
※口座振替日　　　　　　３月27日（木）
　この日に振替ができなかった場合は、４月14日（月）に再
　振替します。

市税の納期限【３月31日（月）】

Hirado  InformationNecessary Information

各種相談

　○と　き　３月30日（日）8：30～17：00
　○ところ　平戸市役所１階③番窓口
　　※28日（金）午後５時までにご予約ください。
　○内　容　マイナンバーカードの交付申請お
　　よび交付（各種証明書の交付はできません
　　ので、ご注意ください）

■休日のマイナンバーカード交付窓口

■受入日　３月20日（木・祝）・30日（日）
■受入時間　9：00～ 12：00・13：00～ 16：00
　※12：00～ 13：00は受け入れできません。
■ところ　北松北部クリーンセンター
※指定袋入りでの搬入も手数料がかかります。

休日の一般ごみ受け入れ

市民課生活環境班　☎22-9121問 市民課戸籍住民班　☎22-9123問

■年金相談（完全予約制）
○３月４日（火）10：00～ 15：00　
　平戸市役所本庁３階会議室
○３月18日（火）10：30～ 15：00　
　舘浦出張所

健康ほけん課国保年金班　☎22-9124問

佐世保年金事務所（☎0956-34-1189 ）へ前日
までにご予約ください（予約受付時間平日 ９：00
～17：00）※翌月以降の予約も受付けています。

○３月21日（金）14：00～ 16：00
　大島村公民館（大島地区）

■消費生活巡回相談・定例行政相談

市民課消費生活センター　☎22-9122問
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せ

　２月12日、平戸商工会議所女性会から教育
委員会へ「学校図書」が寄贈されました。
　昨年12月16日に開催された「2024X’mas
チャリティコンサート」の収益から、子どもたち
の人生を豊かにしたいと贈られたもので、総額
20万円の図書が市内の中学校へ配布されます。

チャリティ収益を学校図書へ

問 教育総務課総務施設班　☎22-9213

　２月10日、平戸ライオンズクラブから教育委
員会へ「防犯ブザー」が寄贈されました。
　毎年、市内小学校の新１年生へ贈られている
もので、今年で17年目。近藤重雄会長は「子ど
もたちの安心・安全な生活と健やかな成長を守
るために役立ててほしい」と伝えました。

子どもたちの安心・安全のために

問 学校教育課　☎22-9212

　２月15日、ふれあいセンターで「令和６年度
平戸市自主防災組織全体研修会」が開催されま
した。市内各地区に組織された「自主防災組織」
や「平戸防災ネットワーク」から約110人が参加
し、（一財）消防防災科学センター　西川和男さ
んから避難所運営について学びました。

多様なニーズに対応する避難所運営を学ぶ

問 総務課危機管理班　☎22-9101

平
戸
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

講
演
会
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　平戸市未来創造館で、「平戸市まちづくりトーク
セッション」が開催されました。
　麗澤大学、筑波大学の学生と生月、山田・舘浦、
紐差各まちづくり運営協議会（まち協）が連携して取
り組んだワークショップで明らかになった成果・課
題の発表と、津吉、生月、野子各まち協の事例発表
をもとに意見が交わされました。
　まち協の発足前からアドバイザーを務める梅元建
治氏（ナガサキベイデザインセンター代表理事）は、
先進事例地としての発信に期待を示しました。

１ まちづくりの未来を語らう25

１年間の活動を報告

　平戸市ふれあいセンターで平戸市地域おこし協力
隊活動報告会が行われ、市内外から約80人が参加
しました。
　活動報告では、地域おこし協力隊として平戸市に
来た背景や活動の成果、今後の目標についてそれぞ
れ発表しました。
　３月末で退任する齊藤隊員と古家隊員からは、こ
れまでの活動に対する感謝の気持ちを来場した皆さ
んへ伝えました。
※退任のあいさつは11ページに掲載しています

16
２

　平戸小学校体育館で長崎VELCA「平戸市バスケッ
ト体験教室」が開催され、平戸市内の小学生16人が
参加しました。
　この日は、長崎VELCAバスケットボールスクー
ルの太田コーチと山田コーチが参加し、相手や周り
の状況を見て身体だけでなく頭を使ってプレーする
ことをトレーニングの中で学びました。
　最後は３チームに分かれて試合を行い、練習で学
んだことを実践。シュートが決まると、会場は大き
な歓声で盛り上がりました。

　志々伎漁協で平戸ひらめまつり出荷式が行われ、
志々伎漁協と平戸観光協会の皆さんがヒラメの出荷
に向かうトラックを見送りました。
　この時期のヒラメは産卵前で脂がのっており、
志々伎漁協では１㎏以上のヒラメを「平戸ひらめお
がみ」と名付けブランドとして売り出しています。
　３月16日まで開催される平戸ひらめまつりでは、
主に「平戸ひらめおがみ」が使用され、市内の宿泊施
設や飲食店で開催されており、ヒラメの刺身や、フ
ライ、ピザなど、さまざまな料理が楽しめます。

１ 平戸の冬の風物詩、平戸ひらめ24

　紐差地区に「平戸中部地区放課後児童健全育成施
設」（放課後児童クラブ）が完成しました。
　仕事などで昼間保護者が家庭にいない児童に対し、
放課後や夏休みなどに適切な生活や遊びの場を提供
する施設として、４月から利用されます。
　開所に先立ち開催された落成式では、「平和の園
児童クラブ」として運営にあたる（社福）聖婢姉妹会
の島本藤子理事（東和愛児園園長）が、「児童の健全
な育成に努めたい」との𠮷永豊子理事長からのメッ
セージを伝えました。

２
中部地区放課後児童クラブ完成14

　平戸文化センターで、「西九州自動車道建設促進
大会」が開催されました。
　西九州自動車道の全線完成への決意を表するため
開催しているもので、平戸市での開催は３年ぶり。
　令和７年度に開通が予定されている「松浦IC～平
戸IC」間や、３月23日から４車線化される「佐々 IC
～佐世保大塔IC」間の進捗状況が報告されました。
　地元意見発表では、下中津良町で美容室を営む髙
野有美さんが、「災害が起こった際、すぐに支援を
受けることができる」と重要性を訴えました。

　生月島の東岸を駆け抜ける「いきつきロード2025」
大会が開催されました。
　今回は、小中学生から一般、ファミリーの部まで、
全22種目に市内外から約500人が出場し、鹿町工
業高校自転車競技部の先導のもと、日ごろ鍛えた健
脚を競いました。
　また、招待選手として県内の実業団や陸上名門校
で活躍する選手も参加し、参加者らを励ましながら
一緒に走る姿が見られ、ゴールを目指す選手たちに
沿道から温かい声援が送られました。

３ しおかぜを浴びて快走２
９

長崎VELCAのコーチが指導早期開通へ一丸となる２
１

天使の歌声に感動の涙

　多目的研修センターで、「天使の声　掛屋剛志コ
ンサート」が開催されました。南部地区のまちづく
り運営協議会で構成する「奥ひらどまちづくり運営
協議会連合会」が開催したもので、多くの皆さんが
掛屋さんの透き通る歌声を聴きに訪れました。
　掛屋さんは、視覚など複数の障がいを抱えながら
も、幼いころに音楽の才能を開花させ、全国でピア
ノの引き語りで多くの皆さんに感動を与えています。
　終盤には、掛屋さんの伴奏で、ひまわりコーラス
の皆さんと来場者が南部中学校校歌を合唱しました。

２
８

１
26
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奥村 傑 くん
R４.３.２  ３歳（鏡川町）

おくむら　 すぐる

川本 芽依 ちゃん
Ｒ３.３.18　４歳（大島村）

かわもと　　めい ちが　　　　れおと

値賀 玲桜斗 くん
R５.３.27　２歳（鏡川町）

vol.154
３月生まれの皆さん

しもだ　　 あさひ

下田 朝陽 くん
R６.３.８　１歳（岩の上町）

柴山 珠美礼 ちゃん
R５.３.３　２歳（野子町）

しばやま　　　すみれ かたやま　　こうき

片山 聖基 くん
R４.３.10　３歳（木場町）

松永 結菜 ちゃんR２.３.９　５歳（生月町）

まつなが　　ゆうな わたりぐち　じん

渡口 響 くん
R３.３.１　４歳（田平町）

ぎんよしや　　はるき

銀吉屋 陽喜 くん
Ｒ３.３.28　４歳（大久保町

）
　田 一紫 くん

R６.３.19　１歳（大石脇町）

よしだ　　  いっし さとざき　  さわ

里﨑 爽 ちゃんR６.３.６　１歳（早福町）

●投稿方法　①事前に右下の二次元コードから「平戸市公式LINE」を友だち追加してください。
　　　　　　②友だち追加後、再度、右下のニ次元コードを読み込み「アンケートに回答する」
　　　　　　　 から、質問事項に回答してください。
●申込期間　３月１日（土）～３月10日（月）まで　●募集人数　18人（先着順）
※応募者多数の場合、令和６年４月号に掲載されていない人を優先します。
※ズームしすぎた写真は、枠に入らないためご注意ください。
※LINE設定から「送信する写真の画質」を「高画質」に変更し、送信してください。
※被写体の承諾については、投稿者の責任となります。

　４月に誕生日を迎えるわが子の笑顔を、皆さんに届けませんか？このコーナーでは、小学校入学前
の子どもの写真を募集しています。（市内在住者に限ります）

４月
生まれ
募集中

もり　　  ひなの

森 陽菜乃 ちゃん
Ｒ２.３.21　５歳（度島町）

おかだ　　まゆう

岡田 真佑 ちゃんR２.３.１　５歳（鏡川町）
近藤 杏春 ちゃん

Ｒ６.３.５　１歳（岩の上町）

こんどう　   こはる

大切な文化財を守るために 大学生の視点で平戸の魅力を発掘

おおはた　　 りお

大畑 李桜 ちゃん
R４.３.18　３歳（岩の上町）

松岡 いと ちゃんR２.３.17　５歳（主師町）

まつおか

　文化財防火デーの１月
23日・24日、雄香寺と
宝亀教会では平戸消防署
と消防団の消火訓練が、
その他の文化財所在地で
は、消火器での初期消火
訓練が行われました。

　２月14日、平戸市役
所３階会議室で「平戸魅
力発見プロジェクト成果
報告会」が開催され、筑
紫女学園大学の学生が令
和６年度の研究成果を発
表しました。

Ｒ４.３.31　３歳

まるや　　  はる

丸屋 羽琉 くん（左）
まるや　　  そら

丸屋 空輝 くん（右）
Ｈ31.３.15　６歳（大久保町）

おくやみ

うぶ声
＆

問 市民課戸籍住民班
☎22-9123
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